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一九四九年十月に中華人民共和国が成立し、翌年六月に中国科学院考古研究所が設立されてから、中国における考古学
の研究は、急にさかんになってきた。全国各地で莫大な数にのぼる遺跡・遺物が発見され、中国の考古学は戦前と比べ
て、まったくその面目を一新するにいたった。とくに文化大革命後は、例の長沙馬王堆一号漢墓をはじめとして、秦漢古
墳の重要な発見があいつぎ、マスコミを賑わしたことは周知のとおりである。
新
中
国
の
成
立
後
、
四
分
の
一
世
紀
以
上
の
間
に
お
け
る
考
古
学
の
成
果
は
、
ま
こ
と
に
ぼ
う
大
な
う
え
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
そ
の
要
領
を
得
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
も
の
が
現
わ
れ
れ
ば
、
こ
う
し
た
方
面
に
興
味
を
も
つ
人
た
ち
に
と
っ
て
、
役
に
立
つ
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
、
こ
こ
で
は
と
く
に
重
要
と
み
ら
れ
る
成
果
を
一
○
の
項
目
に
ま
と
め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
す
る
こ
と
と
し
た
。
〔
先
史
文
化
の
再
編
成
〕
周
口
店
の
北
京
原
人
に
つ
い
て
の
調
査
が
継
統
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
に
先
立
つ
化
石
人
類
と
し
て
、
あ
ら
た
に
元謀人（雲南省）と藍田原人（映西省）が発見された。ことに前者は、今から一七○万年も前のものと推定され、目下のと
ころ東アジアで猿人段階までさかのぼるとふられる唯一の人類である。また、戦前には中期旧石器時代に属すると考えら
れていたオルドスＳａ・叩》河套）文化（内蒙古自治区南西部）は、その後の研究によって、晩期に下るらしいことがわかっ
た。そしてその代りに、中期には山西方面で「丁村文化」と呼ばれる旧人の文化の栄えていたことが明らかになった。晩
期の新人（化石現生人類）についても、戦前から知られていた周口店の山頂洞人に、柳江人・鰍麟山人（広西壮族自治区）、資
し
こ
う
陽人（四川省）、泗洪人（安徽省）など、多くの新資料が加わった。こうして、旧石器時代の編年が確立されたのである。
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以前は中国東北地区北部のジャライⅡノールと顧郷屯、ならびに広西方面の洞穴遺跡が中石器時代に属するのではない
た
い
れ
い
か
と
み
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
う
い
う
説
は
戦
後
否
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
五
五
’
五
六
年
、
峡
西
省
の
朝
邑
・
大
蕩
両
県
の
付
近
さ
え
ん
ニ
エ
戸
プ
ム
で、中石器時代にさかのぼる沙苑文化が発見された。さらにその後、河南省の許昌県やティベットの憲拉木県などでも、
この時代の遺跡が追加されている。
新石器時代の文化についても、華北、華中、華南、西北、北方、東北の各地区でさまざまの類型が発見され、それらの
前後関係や交流状況もかなり見当がついてきた。ことに戦前はほとんどブランクであった華中方面に、屈家嶺（湖北省）、
り
よ
う
し
よ
青蓮崗・湖熟（江蘇省）、良渚（漸江省）ならびに印文陶（東南沿海地区）の名文化が存在したことを明らかにしたのは、特
筆すべき収穫といえよう。また一九五六’五七年、河南省の峡県で廟底溝遺跡を発掘したところ、その上層の「第二期文
化
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
仰
詔
文
化
か
ら
龍
山
文
化
へ
移
る
過
渡
期
の
様
相
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
、
両
文
化
の
関
係
を
め
ぐ
る
戦
前
か
ら
だ
い
も
ん
こ
う
の
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
山
東
南
部
の
地
方
で
大
仗
口
文
化
が
龍
山
文
化
に
先
立
つ
こ
と
、
江
蘇
方
面を中心とする青蓮崗文化が仰詔文化の時期までさかのぼるらしいことなど、黄河中原の文化ばかりを古くゑていたわれ
わ
れ
に
と
っ
て
、
意
外
と
思
わ
れ
る
現
象
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
〔段文化の編年〕戦前に殿代の遺跡といえば、その晩期に属する河南省安陽県の有名な段嘘が、ただ一つ知られてい
たにすぎない。ところが一九五○’五一年、以前から戦国時代の遺物が出るので知られていた河南省の輝県で発掘を行な
ったところ、意外にも殿代の墓や竪穴が発見された。これらのうち琉璃閣の南区墓地から出た遺物は、段代晩期の小屯期
（股嘘の中心部にある村落の名に由来）とほぼ同じころのものと糸られるが、北区・中区墓地から出た土器や銅器などは、小
屯期のものと形や作りがかなり異っている。そこでこの相違が、地域差によるのか年代差を示すのか問題になった。
一九五二’六五年、河南省鄭州の近郊各地で行なわれた発掘は、この点を年代差として解決したばかりでなく、それよ
りさらに古い段文化の段階があることを明らかにした。まず五一一’五三年に一一里岡を発掘したところ、この遺跡は上下の
二層からなり、出土した土器や卜骨の型式から、いずれも小屯期よりさかのぼることがわかった。しかも、そのころすで
に周囲が七、二○○メートルもある大城壁が築かれていたらしく、この城外から当時の墓や家屋のほか、銅器。土器。骨
法
政
史
学
第
二
十
九
号
一一
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器・酒などを造る工場のあとも見出されている。ついで、五六年に同じく鄭州で洛達廟遺跡を発掘したとき、二里岡下層
期
の
も
の
よ
り
古
そ
う
な
土
器
を
出
す
層
が
発
見
さ
れ
た
。
つ
ま
り
洛
達
廟
文
化
は
、
段
代
早
期
に
当
た
る
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
え
ん
し
の般代早期の設定は、五九’六四、七一一’七一一一年に行なわれた河南省値師県一一里頭遺跡の発掘によって、さらに確実さを
加えた。ここの文化層は三層からなっているが、上層の時期つまり一一里頭晩期には、約一○○メートル四方もある宮殿が
築かれていた。出土遺物もきわめて豊富で、すでに爵（酒器の一種）をはじめとする青銅器も現われている。
こうして段代晩期の小屯期のほかに、あらたに二里頭期と一一里岡期が、それぞれ股代の早期と中期を代表することにな
っ
た
。
こ
れ
は
、
新
中
国
が
あ
げ
た
考
古
学
の
成
果
の
う
ち
で
、
最
も
著
し
い
も
の
の
一
つ
と
ふ
ら
れ
て
い
る
。
〔歴代都城趾の調査〕まず古いところでは、般代中期に築かれたのではないかと推定される大規模な城壁が、河南省
こ
う
ひ
の
鄭
州
と
湖
北
省
の
黄
破
県
盤
龍
城
で
見
つ
か
っ
て
、
内
外
の
注
目
を
浴
び
た
。
春
秋
戦
国
時
代
の
都
城
趾
に
つ
い
て
は
、
戦
前
に
は
わ
ず
か
り
ん
し
に燕の下都（河北省易県）と超王城（河北省椰郵）が部分的に発掘され、斉城（山東省臨溜県）や魯城（山東省曲阜県）などが
踏
査
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
新
中
国
に
な
る
と
、
燕
の
下
都
や
斉
城
な
ど
の
再
調
査
が
行
な
わ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
秦
の
威
陽
城
（映西省威陽）、魏の安邑城（山西省夏県）と牛村・平望古城（山西省侯馬）、郷と韓の古城（河南省新鄭県）、韓の宜陽城（河南
省宜陽県）、楚の紀南城（湖北省江陵県）、東周の王城（河南省洛陽）などがつぎつぎと調査されるにいたった。最も大規模な
の
は
燕
の
下
都
で
、
東
西
八
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
都
城
趾
の
う
ち
に
は
、
城
郭
を
一
一
重
に
め
ぐ
ら
し
た
例
、
王
城
と
市
街
地
を
城
壁
で
区
画
し
た
例
、
街
路
の
あ
と
が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
例
、
鋳
鋼
・
製
鉄
・
製
陶
な
ど
の
工
場
が
分
布
前漢の首都の長安城茜安北郊）、後漢や魏などの首都の漢魏洛陽城（洛陽東郊）、漢の河南県城（洛陽西郊）をはじめ、北
京
清
河
鎮
・
福
建
省
崇
安
県
な
ど
に
あ
る
漢
代
の
城
祉
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
発
掘
が
行
な
わ
れ
た
。
い
ち
ば
ん
よ
く
残
っ
て
い
る
の
は
前
漢
の
長
安城で、全長一一五・一キロメートル（当時の六五里に相当）の城壁をめぐらしている。各壁に三つずつあった門のうち、南壁
の二門杜と東西両壁の各一門趾を発掘した。城内を走る八条の主要な道路と、未央宮や建章宮などの宮殿の位置も、すで
らした例、王城と市壁
し
て
い
る
例
も
あ
っ
た
。
に確認されている。
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ま
た
唐
の
首
都
の
長
安
城
酋
安
南
郊
）
と
階
唐
の
東
都
の
洛
陽
城
（
洛
陽
南
郊
）
が
調
査
さ
れ
た
結
果
、
文
献
と
実
地
の
観
察
に
よ
り
、
都
ぎ
よ
う
と
城内を碁盤の目のように区画する都市計画は、一二国の醜の郷都（河南省臨樟県）に始まり、北魏の洛陽城ならびに東魏と北
斉
の
郭
都
の
南
城
を
経
て
、
唐
の
長
安
城
の
型
式
に
発
展
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
唐
の
長
安
城
は
、
中
国
歴
代
の
都
城
の
う
ち
で
最
も
規
模
が大きく、東西約九・五キロメートル、【南北約八キロメートルにも達する。全部で二○あった城門のうち、二はその位
置が確認された。発掘したのは、北の城外にある大明宮の二宮殿、城内の東壁寄りにある興慶宮の一宮殿と一門楼、東西
の両市、南壁中央の明徳Ⅲなどである。
このほか時代は下るが、速の上京趾〔内蒙古自治区巴林左翼旗（林東県）〕と中京趾（同寧城県）、元の大都祉（北京）などで
も調査が行なわれていろ。
なお、これらの都城加の内外で、各種の遺物が出土したことも見逃せない。それらのうちでも、戦国時代の魏の牛村古
城の付近で発掘された三万余片にのぼる青銅器の鋳型や、府の長安城の興化坊（西安南郊の何家村）から出た一一一六点の金
銀器をはじめるとする千余点の財宝などは、とくに著しいものとして注目される。
〔経済資料の琳加〕刀・布・円銭などの先秦時代の貨幣は、以前から古銭市場に出回っていたが、それらはすべて盗
掘されたものにすぎない。ところが戦後、この種の貨幣が、各地で大量に発掘されるようになった。たとえば、一九六○
年に河北省漁県瀦家楼で川刀（銭）が一○、三一一一九本、また六一一一年に山西省陽高県天橋で尖足布と方足布が計一一一一、○○○
枚ほど、それぞれ川光した。一方、山西省原平県武彦のように、各柾の刀銭と布銭が混合して出たこともある。これらの
新資料は、先秦貨幣の年代や流通地域を明らかにするうえに、有力な手がかりを与えるにちがいない。
また、従来発掘された例のない楚の金版と戦国・秦漢の金餅、ならびにそれらの坊製品が、各地で出土するようになつ
ぎ
ん
て
い
たのも注目坐ぐれる。さらに、西安から唐代の銀鋺、銀板、銀餅が、内蒙古自治区巴林左翼旗（林東県）から北宋時代の銀艇
り
ん
と
う
が、峡西省臨憧県から金代の銀艇が、河北省平山県から至元通行宝紗の銅版がそれぞれ発掘されたのも、この種の資料と
してはおそらく初めてのことであろう。西安の前漢長安城では、一箇所から五銑銭が数万枚も出ているし、宋銭にいたっ
ては、湖北省黄石市から二○トンもまとまって発見された。後者の枚数については報告されていないが、かりに平均一
法
政
史
学
第
二
十
九
号
四
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がくくん
なお貨幣その側ものではないが、楚の懐王が発行した都君啓節（水陸の通行証）、楚で金版を量るのに用いた天秤と分銅、
漢から東呉・西晋の時期にわたる買地券（土地の買入文書）なども、重要な経済資料とふられよう。また階唐の東都、洛陽
城の城内北側で、階唐時代の穀物倉庫、含嘉倉の大竪穴群が発見され、当時の穀物管理制度や農業経済の実態を明らかに
するうえに、重要な手がかりを提供した。
〔初期製鉄技術の解明〕戦前に鉄器の遺物といえば、東北地区南部や北朝鮮から出たものが、いくらか知られていた
にすぎない。ところが新中国になって発掘が進むにつれ、遼寧、河北、河南、山東、山西、峡西、湖南、四川などの各地
て
つ
Ｄ
から、戦国ｌ秦漢の鉄鋤・鉄鍬・鉄箪（牛に引かせるすき）などの耕目禿、鉄庖丁・鉄鎌などの収穫具、鉄斧・鉄鑿などの工
具
が
、
か
な
り
出
土
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
鉄
器
に
つ
い
て
の
研
究
も
格
段
と
進
糸
、
そ
の
金
相
学
的
研
究
を
通
じ
て
、
戦
国
以
前
の
鉄
器
に
鋳
造
の
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
九
五
三
年
、
河
北
省
の
興
隆
県
に
あ
る
戦
国
時
代
の
燕
の
遺
跡
で
、
鉄
の
農
工
具
な
ど
を
鋳
造
す
る
た
め
の
鉄
製
の
鋳
型
が
四
○
対
、
八
七
点
も
出
土
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
河
北
省
の
石
家
荘
か
ら
出
た
戦
国
晩
期
の
鉄
斧などは、鋳鉄の表面を脱炭して錬鉄に変えるチルド（ｏ二一＆）工法を採用していたらしい。こうした一連の事実により、
中国は鋳鉄の実用化という点で、ヨーロッ．〈などより約二、○○○年も先んじていたことがわかった。一方、湖南省の長
沙
や
衡
陽
、
河
北
省
の
易
県
な
ど
で
出
土
し
た
鍛
鉄
の
兵
器
や
工
具
に
つ
い
て
も
検
査
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
易
県
の
燕
下
都
四
四
号
墓
か
ら
出
た
戦
国
後
期
の
剣
や
戦
に
は
、
焼
入
を
施
し
た
鋼
製
の
も
の
が
少
な
く
な
い
と
い
わ
れ
る
。
さらに漢代になると、鉄器そのものの遺物はもちろん、製鉄遺跡の数もおびただしく増加し、その技術はきわめて高度
ふいど
の段階に達しているこし」が解明された。すでに石炭や水力輪を使っていること、銑鉄から間接に錬鉄を造っていること、
枚二・五グラムあったとすれば、実に四千四百万枚という莫大な数になる。このほか明の万暦帝の定陵からは、金貨や金
銀
の
元
宝
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
以上のような新資料の増加により、中国の貨幣史は新たな発展に向って大きく一歩踏象出した、といっても過言ではな
かろう。新中
国
に
お
け
る
考
古
学
の
成
果
（
関
野
）
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〔
墳
墓
の
大
量
発
掘
〕
新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
、
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
大
量
の
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。
す
で
に
建
国
一
○
年
の
当
時
で
さ
え、戦国時代の韓、魏、趙、東周の墓が一、○○○基以上、楚の墓が二、五○○基以上、漢、魏晋・南北朝、晴唐の墓もそ
れぞれ数千基発掘されていたというから、その後一七年を経た現在では、さらに数が増しているはずである。
こ
れ
ら
の
墓
の
う
ち
に
は
、
明
の
定
陵
の
よ
う
な
帝
陵
級
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
王
侯
墓
級
の
も
の
に
い
た
っ
て
は
、
枚
挙
に
い
と
主
もない。たとえば漢代だけに限っても、中山四王（河北）、魯王（山東）、代王（山西）、彰城王（江蘇）、長沙二王（湖南）、
て
ん填王（雲南）などの墓が発掘されている。さらに具体的な例をあげると、河北省の満城一、一一号漢墓は中山靖王劉勝夫妻
た
い
こ
う
け
ん
の墓、湖南省の長沙馬王堆一’一二号漢墓は長沙王の相を兼ねた献侯利蒼とその妻子の墓であった。峡西省の乾県などで発
い
と
く
掘された脚代の壁画墓の主には、章懐太子、撚徳太子、永泰公主以下、王室の一不族が少なくない。
あ
ら
た
に
日
の
目
を
見
た
数
万
基
に
の
ぼ
る
墓
の
多
く
は
、
官
僚
、
軍
閥
、
地
主
、
商
工
業
者
な
ど
、
か
な
り
資
力
の
あ
る
人
た
ち
を
葬
っ
たものであろう。しかし一方では、名もない農民、殉葬された奴隷、刑死した刑徒などの墓も発掘されており、特権階級
の墓と鮮かな対照をなしている。たとえば漢魏洛陽城の南郊では、後漢の中ごろ残酷な刑法の犠牲になった刑徒の墓が、
五一三も掘り出されて、見る人たちの一仮を誘った。各階層の墓を通じて、その時代の社会機構を復原するところに、新中
国
の
考
古
学
の
意
図
が
あ
る
と
染
ら
れ
よ
う
。
〔
未
知
の
資
料
の
出
土
〕
そ
の
よ
う
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
と
は
と
う
て
い
信
じ
難
い
も
の
、
あ
る
い
は
、
そ
う
い
う
古
い
時
代
か
ら
そ
う
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
は
意
外
に
思
わ
れ
る
も
の
、
こ
の
種
の
き
わ
め
て
珍
し
い
資
料
が
、
新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
発
見
ざ
れ
だ
』』昼ノ孵しレム八ゴ
ーへつ
まずわれわれを驚かせたのは、一九七一一年、河北省藁城県台西村で股代の遺跡から、鉄刃をはめこんだ青銅の鉱（まさ
かり）と、黒地に朱で文様を描いた漆器の破片が出たことである。この鉄刃は鍛造と推定されているが、たぶん実用のも
のではなく、青銅の戈にはめこんだ玉刃と同様、宝器的な意味を、もつ，恥）のらしい。漆器１もなかなか精巧な作りで、とうて
した。
ない。
銑鉄の炭素を減らしたり錬鉄に炭素を加えたりして鋼に変えていることなどは、まさに驚くべき段階といわなければなら
法
政
史
学
第
二
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九
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山西省侯馬の牛村古城の南東で出土した東周時代の盟書も、これまで見たことのない資料である。また秦の始皇帝陵の
付
近
で
発
掘
さ
れ
た
、
径
が
約
四
○
セ
ン
チ
も
あ
る
巨
大
な
円
瓦
当
や
、
デ
ッ
サ
ン
の
お
そ
ろ
し
く
し
っ
か
り
し
た
等
身
大
の
陶
桶
や
陶
馬
も、珍しいなどという形容では物足りない。さらに、長沙馬王堆一号漢墓から出た女性の湿屍に驚嘆しているうち、湖北
うんぽう
省江陵県の鳳凰山一六八号漢墓から、こんどは男性のより完全な湿屍が発見された。湖北省雲夢県睡虎地の秦墓や山東省
り
ん
ぎ
は
く
が
臨折県銀雀山一、一一号漢墓から出た竹簡、馬王堆一、一一一号漢墓出土の帛画（組に描いた絵）、一二号漢墓出土の帛書（絹に書い
た字）なども、はるかにわれわれの想像を絶している。
は
き
よ
う
このほか、河南省鄭州などから出た股代の帯釉硬陶、安徽省寿県の楚墓から出たプーフチナ象嵌の銅牛、西安溺橋の前漢
早期墓から出た世界最古の紙、河南省南陽の後漢製鉄遺跡から出た石炭、南京の東晋墓から出たダイヤの金指環なども、
中
国
文
化
が
い
か
に
早
く
か
ら
発
達
し
て
い
た
か
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
〔石窟寺院の新発見〕戦前から知られていた中国の石窟寺院には、敦煙（甘粛省敦煙県）、雲岡（山西省大同）、龍門（河
き
よ
う
南省洛陽）、護県（河南省蟹県）、天龍山（山西省大原）、響堂山（河北省磁県・武安県）などがある。新中国は、これらの諸窟を
調
査
し
て
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
甘
粛
省
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、
あ
ら
た
に
多
数
の
石
窟
寺
院
を
発
見
し
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
で
も
と
く
に
重
要
な
の
は
、
臨
夏
の
炳
霊
寺
、
天
水
の
麦
積
山
、
武
威
の
天
梯
山
な
ど
で
あ
る
。
炳
霊
寺
石
窟
に
は
、
西
秦
せ
き
が
ん
から唐にわたる石窟が一二五、石篭（石の厨一志が八七あり、最も古い題記は建弘元年（四一一○）であった。麦積山石窟のほ
うはさらに大規模で、石窟と石篭が計一九○余も残っており、岐古の題記は北魏の最明三年（五○二）であった。これら
の
石
窟
寺
院
は
雲
岡
や
龍
門
に
も
匹
敵
す
る
も
の
で
、
そ
の
発
見
は
仏
教
芸
術
の
解
明
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
麦
積
山
の
研
究
に
よ
っ
て
、
北
周
の
造
像
が
西
魏
の
作
風
を
受
け
つ
い
で
い
る
の
が
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
一
例
と
い
え
よ
う
。
〔
五
代
以
降
の
文
物
の
登
場
〕
登
場
と
い
う
の
は
少
し
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
し
い
資
料
が
大
量
に
増
加
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
戦
前
に
五
代
以
降
の
遺
跡
と
い
え
ば
、
上
京
な
ど
の
遼
の
都
城
趾
、
金
の
上
京
加
、
元
の
上
都
祉
、
慶
陵
な
ど
の
遼
の
陵
墓
が
調
査
ざ
れる。
い
初
期
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
つ
い
に
鉄
も
漆
し
か
」
と
い
う
わ
け
で
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
段
の
文
化
の
進
ん
で
い
た
こ
と
に
鷺
か
さ
新
中
国
に
お
け
る
考
古
学
の
成
果
（
関
野
）
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ところが新中国になると、まず五代の南唐の二陵（南京南郊）と前勤王処の陵（四川省成都西郊）が発掘された。げことに後
者から出た大理石の棺台は見事なもので、九彫りの力士一二人によって支えられ、側而に優雅な妓楽・舞女二四人が浮彫
せ
ん
末代の墓としては、地上の木造建築の内部を博（煉瓦）で忠実にかたどぃソ、地主階級の賛沢な生活を壁に描いたＪＤのな
どが発見された。河南省禺県の白沙宋墓などは、その代表的な例といえよう。述・金・元時代の墓は、だいたい宋制の模
倣で、博築の墓室に壁画を伴うものが多い。また宋代の塔基からは、技術の粋を尺した各種の工芸品が出たし、金代と元
代
の
村
落
壮
で
は
、
農
民
の
生
活
を
し
の
ば
せ
る
多
彩
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
京
に
あ
る
元
の
大
都
趾
で
は
、
当
時
の
城
門
や邸宅のあとが発掘され、建築史の研究に重要な資料を加えた。
明
代
な
ど
は
考
古
学
の
範
囲
外
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
の
は
昔
の
こ
と
、
昨
今
は
各
地
で
注
Ⅲ
す
べ
き
発
見
が
あ
い
つ
ぎ
、
文
献
で
は
知
り
え
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
北
京
の
北
郊
で
は
、
肌
の
十
三
陵
の
一
つ
の
定
陵
が
発
掘
さ
れ
、
第
十
四
代
の神宗万暦帝と両皇后の豪箸きわまる生活が、白日のもとにさらされた。このほか山東、四川、江蘇、江西の方面でも、
明の王侯級の墓から財力に物をいわせた副葬品が出ている。
このように五代以降の文物は、初めてその全容がつかめるようになった。
〔
周
辺
地
区
に
お
け
る
成
果
〕
新
中
国
は
周
辺
地
区
の
考
古
学
に
も
重
き
を
置
き
、
各
地
を
調
査
し
て
多
く
の
成
果
を
あ
げ
た
。
ま
ず
東
周時代に当たるものとしては、遼寧省の朝陽県で多鉦細文鏡を含む各種の青銅器を発見し、四川省成都の羊子山で宗教的
建
造
物
と
ふ
ら
れ
る
大
き
な
土
壇
を
、
巴
県
と
広
元
県
で
巴
撹
式
青
銅
器
を
伴
う
船
柁
葬
の
群
を
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
た
。
漢代の周辺地区に対する工作のうちで最も重要なのは、雲南省の普寧県石築山や江川県李家山で填王の一族や臣僚の墓
を多数発掘し、その中から地方色豊かな青銅器、鉄器、金銀器などを発見したことである。これによって、戦国末から後
漢
初
に
い
た
る
「
西
南
夷
」
の
文
化
が
、
か
な
り
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
魏
晋
・
南
北
朝
時
代
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
れ、また遺物といえば、
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
た
。
り
さ
れ
て
い
る
。
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陶器や瓦の類がいくらか知られていたにすぎない。そのうえ五代と宋の遺跡については、資料が
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最後に付け加えておきたいのは、理学的方法による年代測定の成果である。新中国では考古研究所が主体になって、一
九六五年から放射性炭素（○ｇによる遺跡・遺物の年代測定を開始した。その結果はすでに一一一回発表されているが、考
古学による推定年代と符合する例が少なくない。現在の段階では参考になる程度かもしれないが、それでもいくつかの注
は
ん
ぱ
目すべき成果があった。たと陰えば、以前から問題になっていた仰詔文化の一一類型、つまり峡西省西安の半峻によって代表
される半殿類型と河南省映県の廟底溝第一期文化によって代表される廟底溝類型との前後関係については、前者のほうが
早いという結果が出ている。また河南省堰師県の二里頭文化も、かねてから推測されていたとおり、股代早期に属するこ
とが裏付けられたという。このほか、弗素による年代測定や花粉分析なども、すでに行なわれている。
中国の考古学は、まことにすばらしい。どんな学問でも、わずか四分の一世紀ほどの間に、これだけ進歩することは珍
しい。しかも将来、またどんな新発見があるか、ちょっと見当もつかないのである。目下のところ向うでの成果を追いか
けるのに懸命なわれわれは、何よりもまず、中国考古学の研究に生涯をかけてもよいという気慨をもつ、すぐれた後継者
さて、以上は新中国にな－
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
は、遼寧省の桓仁県と吉林省の輯安県で高句麗の遺跡を調査し、迎寧省の北票県で鮮卑の特権階級の墓地を発掘した。
唐
代
の
遺
跡
に
な
る
と
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
、
晋
か
ら
唐
に
わ
た
る
ア
ス
タ
ー
ナ
の
古
墓
群
と
、
高
昌
国
の
旧
都
すなわち唐の西州の属県であった交河城のあとが、雲南省で南詔の城趾と建築北が、ティベットの山南地区でティベット
王の墓が、それぞれ調査されている。ことに交河城では、城内の里坊をはじめ官署や寺院などの建築のあとも、きわめて
よく残っていた。なお唐代には、西方との経済交流もさかんに行なわれたらしく、新彊ウイグル自治区のトゥルファンと
ウハ、青海省の西寧をはじめ、西安、洛陽、太原などからササン刺・ヘルンァの銀貨が出、西安と成陽からは東ローマ帝国
の
金
貨
が
出
て
い
る
。
新
中
国
に
お
け
る
考
古
学
の
成
果
（
関
野
）
以
上
は
新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
得
ら
れ
た
考
古
収
穫
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
ゑ
て
も
、
そ
の
水
準
の
高
さ
と
盛
況
の
ほ
九
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の
出
現
を
期
待
し
て
い
る
。
若
い
諸
君
の
奮
起
を
心
か
ら
望
ん
で
や
ま
な
い
。
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新中国があげた考古学の成果について、さらに詳しく知りたいと思われるかたは、まず中国科学院考古研究所編署・杉村勇造訳
『新中国の考古収穫』（美術出版社、一九六一一一）を参照のこと。これには、一九四九年十月の建国以降、ほぼ一○年間の成果が収
められている。以後五年間の分については、夏鼎「我国近五年来的考古新収獲」Ｓ考古』一九六四年一○期）に概略が述べてある。
それ以後、六六年五月までの状況は、『考古』『文物』『考古学報』などに直接当らなければならない。
約五年半にわたる文化大革命の間、これらの定期刊行物はすべて中断し、七二年一月になって復刊された。しかし、この激動の
さ
な
か
に
あ
っ
て
も
、
発
掘
は
い
っ
そ
う
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
成
果
は
、
夏
鼎
署
・
秋
山
進
午
訳
「
無
産
階
級
文
化
大
革
命
中
の
考
古
新発見」（『月刊考古学ジャーナル』六九号、一九七二）、同。土居淑子訳「文化大革命中の考古新発見」（朝日新聞社編署『文化大
革
命
中
の
中
国
出
土
文
物
』
一
九
七
三
、
所
収
）
に
要
領
よ
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
ト
ピ
ッ
ク
別
に
興
味
深
く
解
説
し
た
『
中
国
文
化
大
革命期間の出土文物』（北京、外文出版社、一九七三）がある。
復刊後すでに四年余、考古学関係の定期刊行物は順調に巻を重ねており、その中には文化大革命後のすばらしい発掘成果が多数
報告されている。全部に目を通す余裕のないかたには、その一端をうかがわせるものとして、関野雄・福永光司対談「秦漢古墳の
発掘」『展望』一九七六年十一月号）の一読をお勧めしたい。
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